
モールス講習会で得たもの、感じたもの 

佐々木 朗ＪＨ８ＣＢＨ 北海道函館市 

 

令和 4 年１月から 3 月末日までＺＯＯＭを使って、モールス講習会を行いました。 

 

1 はじめに 

 『いくら速いスピードでも大丈夫。』こん

なことを言えるのは、やはり子どもの時に

モールスを叩き込まれたからに違いない。

パイルになっても一局をピックアップでき

るというスキルもそうであろう。 

 点と棒の世界。何がそんなに魅力なの

か。一言では言い表せないほど深い楽

しみがある。かすかな信号でもコールサ

インが取れた時の喜びは、経験したもの

だけが味わえる快感である。国際的にも

ほぼアマチュア無線にだけ残っているモ

ールスの文化。通信の原点でもあるその

魅力的なモールスの世界を、人に語り、

人に伝えていくことが私のライフワークだ

と思っている。 

 

2 そうだＺＯＯＭがある 

 そんな思いで、普段からモールスを楽

しんでいる私は、その楽しさを教えること

も私の楽しみの一つであった。モールス

は、一日の講習会で習得するなどありえ

ない。毎日の積み重ねと努力があってこ

そ習得できるものである。 

 私は、人にモールスを教えるおせっか

いさんをもう４０年近くつづけている。どう

やって教えたか、それは１４４ＭＨｚ帯の

ＦＭ波を使ってであった。家にいることが

多い冬期、毎日決められた時刻（だいた

い午後８時から）、一日 30 分ぐらいずつ

２、３週間かけて、符号を教え、ゆっくりと

したスピードでの受信ができる講習会を

開いた。２，３週間ではギリギリなので、そ

の昔は、みんなカセットテープに録音し

て、復習をしていた。 

 転勤先でもこの 144MHz 帯を使っての

講習会は続いた。四アマ取得者は、１分

間２５文字の受信に合格するだけで、三

アマを取得できるおいしい時代は、受講

者もかなり多かった。 

 時は流れ、三アマから電気通信術が消

え、やがて二アマ、一アマからも消え、モ

ールス符号を形だけ覚えるということで、

ＣＷを目指す方が少なくなってきた。ここ

数年、地元でこの講習会を続けたが、数

人の参加にとどまった。 

 そんな時、不幸にもコロナ感染対策か

ら、テレビ会議が注目されるようになった。

私はひらめいた。「これって、講習に使え

るのではないか。」私は早速計画を立て
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た。そして、メールやＪＡＲＬ ＮＥＷＳなど

で参加を呼びかけた。 

 

３ ８０日間 

 １月 11 日午後 8 時、27 名参加のうち

20 名ほどがパソコン画面を通して集まっ

た。私も含めてほとんどが、初顔合わせ。

初日の講習が始まった。事前に真新しい

ノート一冊と鉛筆、赤ペンの用意をお願

いした。私の方から簡単なオリエンテー

ションを行い、初日の講習に入った。「・

―は A から・は E」までの符号を繰り返し

打っては取ってもらうという練習を行って。

次の日は「Ｆ～Ｊ」というように５つずつ。

少し増えたところで、習った全ての文字

について、復習。みんな頭を混乱させな

がら、練習に励んだ。毎日の講習は、全

てネット上に置き、復習に活用してもらっ

た。 

  

 

週末には、コーヒータイムとして、参加者

の自己紹介をして、少しずつ、緊張の糸

もほどけてきた。 

 個人の学習進度を確かめるために、５

分程度の個人面談の機会を設け、それ

ぞれの持っている課題や悩みを伺いつ

つ、指導計画に反映させていった。 

 受講生であって、支部の役員を務めて

くれた松平真一（ＪＭ８ＯＴＳ）さんが毎日

出席をとってくれた後、第 1 部基本編(約

15 分)、そして、第 2 部コールサイン練習

編(約 15 分)という練習が、土日も含めて

８０日間続いた。 

 

４ 巣立ちの時 

 いつかヒナが巣立ちをするように、３月

に入ると、受講生たちも、ＨＦの世界に飛

び込もうと羽ばたきしているのを感じるこ

とができるようになった。「そろそろだ。」

巣立ちを迎えることができそうな受講生

へ、必要に応じてＺＯＯＭ上での模擬交

信などを経験して、いよいよ７メガへのデ

ビューの日を設定した。私のゆっくりゆっ

くり打つＣＱに対して、コールサインとレ

ポート、ＪＣＣ、名前を送るという短縮のラ

バースタンプＱＳＯである。応答してくれ

るその符号を聞いただけで、私までドキ

ドキ感が伝わってくる感じである。全てひ

な形通りであるが、交信を終え、トトトツー

トツーで、交信を終了した時、安堵の表

情が手に取るように分かった。 こうして、

半数以上の方が７メガデビューを果たす

ことができた。私のログには７MHz/CW

の記録がしっかりと残った。 

 ３月３１日、講習を少し早く切り上げて

の修了式。事前に送り、開封しないでと

っておいてもらった修了証の裏には、一

人ひとりへ努力への労いの言葉を綴った。
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また、受講生一人ひとりから、今後の抱

負を述べてもらった。笑顔があり、涙あり

の修了式となった。 

 

５ 受講者の声 

佐野吉章(JK1TVR)さん～佐々木先生、

松平さん、3 ヶ月間休みなく時間を割い

ていただき誠にありがとうございました。

お陰様で、なんとなく CW デビューがで

きました。仕事の都合で、なかなか出席

できませんでしたが、CW デビューのきっ

かけを作って頂くと共に、講習生の皆様

とのつながりも作って頂き、とても良い経

験を与えて頂きました。今後の願望とし

て、上級ハムを目指したいと思います。 

岩橋由美子(ＪＲ２ＦＢＭ)さん～3 ヶ月もの

間、お休みなく講習会を開催して頂き有

難うございました。最初はコールサインを

一つも取れなくて辛かったのですが、

段々聞き取れるようになり毎晩 8 時が来

るのを楽しみにしておりました。このような

機会を与えて下さったことに深く感謝致

修了証（この裏にメッセージを書いた）

ＺＯＯＭモールス講習会修了式の様子



します。CW だけでなく考え方や価値観

等を教えて下さったと思います。佐々木

先生、松平さん、そして支部の皆さまに

心から感謝申し上げます。また、渡島檜

山支部の発展をお祈り申し上げます。 

 他たくさんのいただいたメッセージは私

の宝物となっている。 

 

６ 最後に 

 80 日間、皆勤賞の方、ほとんど無欠席

の方も多くいた。パソコン画面上ではあ

るが、苦労を共にした仲間には、しっかり

と友情が芽生え、絆ができたことは確か

である。 

 講師としては、受講生たちのますます

のスキルアップと、また次の世代へこの

モールス通信の楽しさを広げてもらいた

いとの期待でいっぱいである。 

 この３カ月で受講生からたくさんのエネ

ルギーをいただき、努力することの大切

さを改めて感じた。私にとっても学ぶこと

が多く、アマチュア無線への情熱をより

高めることにもなった。また、やり切った

自分を少し褒めてあげたい気持ちもある。 

 「来年もやるのですか？」という質問に

は、自分自身いまだに答えを出せない

でいる。毎晩、８時はシャックからモール

スという生活は、ちょっときつかったと思う

こともある。具合が悪くて、どうしようかと

いう日もあった。が、何とか乗り切った。

でも、『ぜひモールスの勉強をやりたい。』

という声があったとしたら無にしたくはな

いという思いはある。 

 

  


